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言葉がけの有無が子どものストレス緩和に与える影響について
－病棟における保育活動の効果測定に向けての予備的検討－

宮　崎　隆　穂　

The stress buffering effect of speaking to children.

Takao Miyazaki

問題と目的

　がんによる死亡率の引き下げが、重要な医療の課題となる中で、小児がんは近年の集学的治療の進歩
に伴い、生存率の向上が図られている分野である。従来予後不良とされていた小児がんに関しては全体
の治癒率が70％を超え１）、むしろ病気が病児に与える影響については慢性疾患としての特徴を考慮する
必要があるとされる。実際に数カ月以上の入院加療を必要とするケースが多く、治療上の制約から病棟
の限られたエリアが生活の場のすべてとなってしまう傾向にあるため、長期療養に伴う社会生活上様々
な問題を抱えた患者が増加している。また、制約の多いストレスフルな環境における長期療養はその長
期予後に関しても、精神的なトラウマによる精神発達上の問題を抱えることが多いことも予想される。
　このような小児がん患者に対し、学齢期児童であれば院内学級が設置され義務教育を受ける機会が享
受できる可能性があるが、未就学児童への発達支援については十分な体制となっていない。平成13年度
の診療報酬制度の改定により、医療保育士が医療の場に必要であることが明確にされた。このことは健
康保険制度の裏付けを以て小児医療の現場に保育士を積極的に導入しようとした試みとしては評価でき
る。しかし大野２）の全国調査によれば、診療報酬改定前と改定後で小児医療現場で保育士が働いている
割合の増加はわずかなものであり、その現場レベルでの導入が思うように進んでいないこともうかがえ
る。
　現状の問題点としては、医療保育士の位置づけが、待遇面、専門的役割、必要とされる資格、などの
点においてあいまいであることがあげられる１）。従来、医療にかかわる保育の専門職としては病棟保母
が、重症心身障害児施設や肢体不自由児施設など医療にかかわる児童福祉施設に配属されていたが、保
育士の資格に加えて必要な特別な研修や資格はなく、当該施設に採用された保育専門職がそのままその
任にあたっていた。現在の医療保育士に関しても、平成19年度に学会認定の資格研修がようやく始まっ
たが、医療現場に採用された保育士がそのままその任にあたっているケースが大半である。またこうし
た医療保育士の取り組みに関する調査はいくつか行われているが１）,２）,３）、そうした取り組みがどのよう
な実証的な効果を上げているか検討した研究はほとんど見られない。
　欧米においては、小児病棟における子どもの発達支援や心理的サポート、他職種との連携をマネージ
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メントを担当する専門職が、Child Life SpecialistやHospital Play Specialistなどの名称でここ20年来配置
されており、こうした取り組みの実証的な評価研究なども盛んに行われ、資格に関するカリキュラム編
成や臨床活動の枠組み作成にまでフィードバックされている。日本の小児がん病棟の中でも、アメリカ
などでChild life Specialistなどの資格取得している専門職を置いている病院があらわれているがまだま
だ少ない現状である（日本チャイルドライフ研究会ホームページhttp://claj,miz.jp/より）。
　こうした現状を受けて、病棟における保育活動が子供にどのような影響をあたえているか客観的に評
価することを計画している。実証的なデータをもとに病棟保育の効果を評価していくことが、医療保育
士などの活動の妥当性を保証し、日本においてもこの専門職の普及や待遇改善につながるとかんがえら
れる。
　対人サービスの客観的な効果測定研究において、できるだけ非侵襲的かつ生理的な指標を確保するこ
とは重要である。そこで本研究においては、病棟保育における保育活動の評価を行うために唾液中アミ
ラーゼをこの指標として取り上げ、子どもに対する非侵襲的かつ生理的な指標として使用できるかどう
か検討することを目的とする。今回は描画課題を子どもたちに課した後、言葉がけをするか、しないか
によって、子どもたちのストレス反応に違いがみられるか比較する。この結果から唾液中アミラーゼに
よる測定が、信頼できる非侵襲かつ生理的な指標となりうるか検討する。

方法

１．調査対象者

　A幼稚園、B保育園の年長児45名（mean age（SD）=5.1±0.3：男児20名，女児25名）を対象に実験を
行った。実験に先立ち、保護者便りにて研究の概要を説明し、保護者の研究参加承諾のインフォームド
コンセントを確認し、承諾の取れた子どものみを実験参加者とした。実際の実験にあたっては子どもた
ちの前でも研究の概要を簡単に説明し、子どもたち自身の参加の承諾も得た。
２．唾液中アミラーゼの測定

　唾液中アミラーゼの測定には、ニプロ社製の唾液中アミラーゼモニターを使用した。唾液アミラーゼ
モニターの使用方法は、
①　専用のチップの先端を舌下部
　に入れてくわえ、約30秒待ち、
　唾液を採取する。
②　採取したチップをモニターに
　セットし、レバーを操作する。
③　計測された値が表示される。
　上記の手続きによって完了す
る。唾液採取は、室温が摂氏25℃
程度に一定に保たれた条件で行
い、実験前後一時間程度は、水以

外の飲食はしていない状態で行った。実験直前にうがいをさせ、口腔内を清潔にさせた。Gorzaら４）に
よって交感神経系作用の結果として唾液に含まれるαアミラーゼ活性や唾液流速の増大が報告されて以
来、唾液中のαアミラーゼ活性は血漿ノルエピネフリンの濃度の有用な指標として考えられるように
なった。山口ら５）は不快な刺激では唾液アミラーゼ活性が上昇し、快適な刺激では逆に低下することを
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見出し唾液中アミラーゼ値によってヒトの快・不快を判別できる可能性を示唆している。
３．手続き

①　実験への抵抗感を無くすため、練習として唾液採取チップを咥えてもらう。ここで採取した唾液
は実験では使用しない。

②　リラックスした状態で計測するために、手遊びを導入し、その場の雰囲気を和ませる。
③　唾液を採取し、唾液中アミラーゼ値を計測する。
④　順番に１枚の絵を描いてもらう。
⑤　言葉がけなし群には何も言わず、言葉がけあり群には具体的な言葉掛けをする。具体的な言葉掛

けの例：「きれいな色のお洋服だね」「お花がたくさん咲いていて素敵だね」等。
⑥　唾液を採取しアミラーゼ値を計測する。

４．統計処理

　調査データは、データ分析ソフトSPSS12.0J for Windowsを用いて集計、分析された。群間の比較に
は対応のあるt検定（描画前、描画後の唾液中アミラーゼ値）と、繰り返し測定のある分散分析（実験
前後×言葉がけあり・なしの二要因：実験前（pre）・実験後（post）の要因は繰り返し測定のある被験
者内要因、言葉がけに関しては被験者間要因）を行った。いずれもp<0.05（両側検定）を統計的な有意
水準と判断した。

結果

１．描画課題による子どものストレス反応について

　描画課題による子どものストレス反応への影響を検討するために対応のあるt検定を行った。描画
前、描画後の唾液中アミラーゼ値の平均値を比較したところ、描画前の唾液中アミラーゼ値の平均は



20 宮　崎　隆　穂

新潟青陵大学短期大学部研究報告　第42号（2012）

41.5ku/lであり、描画後の唾液中アミラーゼ値の平均は56.3ku/lであった。対応のあるt検定を行った結
果、この平均値の差は統計的に有意であった（t=3.53:df（2/44）,p<0.01）。

２．言葉がけの有無による子どものストレス反応の変化

　言葉がけの有無による子どものストレス反応の変化を検討するために、唾液中アミラーゼ値を従属変
数にして、言葉がけあり・なし群（被験者間要因）と実験前・実験後（繰り返し測定のある被験者内要
因）による繰り返し測定のある二要因分散分析を行った。分析の結果交互作用が統計的に有意となった
（λ＝3.51:df（2/42）,p<0.05）。単純主効果検定を行ったところ、実験後の言葉がけあり群と言葉がけな
し群の間に統計的に有意な差が認められた（F=4.56:df（2/42）,p<0.01）。

考察

　結果より、今回用いた描画課題を行うことによって子どもの唾液中アミラーゼ値が上昇することが示
された。このことは、描画課題による子どものストレス反応をある程度唾液中アミラーゼの測定によっ
て把握できる可能性を示唆している。唾液中アミラーゼがヒトの快・不快を判別できるとされている根

図１　描画前後の唾液中アミラーゼ値の変化
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図２　言葉がけの有無による唾液中アミラーゼ値の変化の違い
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拠は、交感神経系の賦活により耳下腺からの分泌が増大するからであると考えられている。今回の課題
の特性から考えて、単純な快・不快というよりも描画という作業課題を実行したことによる交感神経系
の賦活を反映していると考えられる。
　次に、描画課題の実験後に言葉がけを行うか行わないかで、子どもの唾液中アミラーゼ値の変化量が
異なることが示された。結果より、実験後に言葉がけを行った群では、言葉がけを行わなかった群に比
べて、唾液中アミラーゼ値の上昇が抑制されることが示された。保育実践の中では経験的に言葉がけを
行うことによって、子どもは自分の作業の結果が評価された、と満足感を感じ、あるいはきちんと見て
くれているという安心感を得るといわれている。おそらく今回の課題においては描画という作業は同じ
ように交感神経系を賦活して唾液中アミラーゼ値は上昇するものの、その後の言葉がけの有無によって
子どもの満足感や快・不快の感情が刺激され、言葉がけ群のみに唾液中アミラーゼ値の上昇が抑制され
る結果になったものと考えられる。これまで経験的に知られてきた言葉がけの重要性が、子どもの唾液
中アミラーゼ値の変化を測定することによって、客観的な生理指標データからも支持されたといえる。
　以上、子どもを対象とした研究における非侵襲的で客観的な生理指標としての唾液中アミラーゼは十
分信頼でき、妥当な指標であることが示唆された。この結果を参考にして、今後の課題にさらに取り組
んでいきたい。
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